
Title シベル・ザンディ・サイェク著『オスマン帝国のイズミル : 国際港の興隆一八四〇-一八八〇年』
Sub Title Sibel Zandi-Sayek, Ottoman Izmir : the rise of a cosmopolitan port, 1840−1880.
Author 鈴木, 真吾(Suzuki, Shingo)

Publisher 三田史学会
Publication year 2014

Jtitle 史学 (The historical science). Vol.82, No.4 (2014. 1) ,p.173(617)- 182(626) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00100104-20140100-

0173

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


シ
ベ
ル
・
ザ
ン
デ
ィ
・
サ
イ
ェ
ク
著

『
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
イ
ズ
ミ
ル

―
―
国
際
港
の
興
隆
一
八
四
〇
―
一
八
八
〇
年
―
―
』

鈴

木

真

吾

１

本
書
が
扱
う
一
八
四
〇
年
か
ら
一
八
八
〇
年
は
、
お
よ
そ
タ
ン

ズ
ィ
マ
ー
ト
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
オ
ス
マ
ン
中
央
政
府
に

よ
る
改
革
は
様
々
な
視
座
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
地
方
の
実

態
が
十
分
に
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
史
像
が

構
築
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
タ
ン
ズ
ィ

マ
ー
ト
の
一
つ
の
眼
目
が
地
方
行
政
改
革
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
史
を
考
察
す
る
上
で
、
具
体
的
な
地

方
社
会
の
側
に
立
っ
て
こ
れ
を
論
じ
る
必
要
性
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

二
〇
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
オ
ス
マ
ン
帝

国
近
代
史
像
に
対
し
て
地
方
の
側
か
ら
修
正
を
迫
る
最
新
の
研
究

成
果
で
あ
る
。

著
者
の
ザ
ン
デ
ィ
・
サ
イ
ェ
ク
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で

学
位
を
取
得
し
た
後
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン

ド
・
メ
ア
リ
ー
大
学
で
教
鞭
を
と
る
。
一
九
世
紀
の
イ
ズ
ミ
ル
建

築
史
・
都
市
社
会
史
を
専
門
と
し
、
都
市
開
発
の
問
題
を
、
政
治

的
・
社
会
的
諸
関
係
と
関
連
付
け
な
が
ら
考
察
を
重
ね
て
き
た
。

こ
の
時
代
は
、
世
界
各
地
で
都
市
開
発
が
さ
か
ん
行
わ
れ
た
時
で

あ
り
、
イ
ズ
ミ
ル
に
お
い
て
も
近
代
港
の
建
設
を
は
じ
め
と
し
て
、

鉄
道
・
街
灯
・
下
水
道
・
舗
装
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
同
じ
く
近

代
の
都
市
開
発
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
ゼ
イ
ネ
ッ
プ
・
チ
ェ
リ
ク

書

評書

評

一
七
三
（
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七
）



の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
が
（
1
）
、
建
築
様
式
や
都
市
計

画
と
い
っ
た
、
都
市
の
形
態
的
な
変
化
を
中
心
に
扱
う
チ
ェ
リ
ク

の
研
究
に
比
べ
、
本
書
で
は
社
会
的
側
面
の
分
析
の
方
に
力
点
が

お
か
れ
て
い
る
。
都
市
の
物
理
的
変
容
を
通
時
的
に
追
う
の
で
は

な
く
、
都
市
開
発
を
取
り
巻
く
各
人
の
思
惑
と
利
害
、
対
立
と
協

力
を
検
討
し
よ
う
と
い
う
の
が
著
者
の
立
場
で
あ
る
。

本
書
で
用
い
ら
れ
る
主
な
史
料
は
、
首
相
府
オ
ス
マ
ン
古
文
書

館
所
蔵
文
書
、
英
・
仏
外
交
文
書
、
そ
し
て
新
聞
で
あ
る
。
イ
ズ

ミ
ル
は
、
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
と
外
国
人
と
が
混
在
す
る
国

際
貿
易
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
は

上
記
で
挙
げ
た
史
料
を
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
人
々
の
利
害
が
主

張
さ
れ
る
媒
体
と
し
て
扱
い
、
こ
の
分
析
を
通
じ
て
イ
ズ
ミ
ル
の

都
市
社
会
史
を
、
ひ
い
て
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
近
代
史
を
論
じ
よ
う

と
試
み
て
い
る
。

本
書
の
構
成
を
以
下
に
記
し
、
次
い
で
章
ご
と
に
そ
の
内
容
を

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
三
・
四
章
に
関
し
て
は
既
刊
論
文

に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
（
2
）
。
し
た
が
っ
て
、
各
章
は
互
い
に
連

関
し
合
っ
て
い
る
が
、
読
者
は
各
章
を
個
別
の
論
文
と
し
て
読
む

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
各
章
を
通
じ
て
図
版
も
充
実
し
て

お
り
、
有
用
で
あ
る
。

序

論

流
動
的
な
世
界

第
一
章

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
定
義
―
資
産
・
課
税
・
主
権

第
二
章

街
路
の
整
備
―
公
共
空
間
と
都
市
行
政

第
三
章

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
形
成
―
公
共
事
業
と
公
共
財

第
四
章

共
同
体
の
実
践
―
儀
式
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

結

論

イ
ズ
ミ
ル
か
ら
の
眺
め

２

序
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
史
研
究
に
お
け
る
宗
教
・
民
族
的
枠
組
み
を
自
明
な
も
の
と

す
る
従
来
の
見
方
を
批
判
し
、
そ
の
流
動
性
を
指
摘
す
る
。
近
代

国
家
た
ら
ん
と
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
法
の
一
元
的
適
用
を
試
み

た
背
景
に
、
例
え
ば
プ
ロ
テ
ジ
ェ
の
問
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

各
個
人
・
集
団
が
戦
略
的
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
操
作
し
、
自

ら
の
利
益
と
し
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
れ
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
実
際
に
は
多
分
に
試
行
錯
誤
的
で
あ
っ
た
タ
ン
ズ
ィ

マ
ー
ト
の
諸
規
定
の
中
で
、
各
人
が
利
益
獲
得
を
目
指
し
た
諸
相

を
解
明
す
る
こ
と
に
本
書
の
狙
い
を
定
め
る
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
法
廷
・
不
動
産
所
有
・
課
税
の
制
度
的
変
化
か

ら
、
イ
ズ
ミ
ル
に
お
け
る
外
国
人
や
非
ム
ス
リ
ム
の
法
的
地
位
の

問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
以
前
に
は
イ
ス

史

学

第
八
二
巻

第
四
号

一
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四
（
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ラ
ー
ム
法
廷
と
各
ミ
ッ
レ
ト
の
法
廷
と
領
事
法
廷
が
そ
れ
ぞ
れ
別

個
に
存
在
し
、
法
的
地
位
に
応
じ
て
異
な
る
法
廷
�
異
な
る
法
体

系
が
適
応
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
他
方
、
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
期
に
は

改
革
の
一
環
と
し
て
新
た
に
体
系
化
さ
れ
た
制
定
法
に
基
づ
く
ニ

ザ
ー
ミ
ー
エ
（N

izâm
iyye

）
法
廷
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
も
ま
た
存
続
し
、
両
法
廷

で
取
り
扱
う
事
案
の
境
界
は
曖
昧
に
残
さ
れ
た
。
例
え
ば
イ
ズ
ミ

ル
の
フ
ラ
ン
ス
人
工
場
主
が
、
排
水
管
を
海
ま
で
伸
ば
そ
う
と
し

た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ロ
テ
ジ
ェ
が
自
身
の
土
地
の
上
で
そ
の
排

水
管
の
流
れ
を
堰
き
止
め
て
い
た
と
い
う
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
著
者
は
、
シ
ャ
リ
ー
ア
に
依
拠
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷

は
私
の
権
利
を
重
視
し
、
近
代
法
に
依
拠
す
る
ニ
ザ
ー
ミ
ー
エ
法

廷
は
公
的
利
用
を
重
ん
じ
る
た
め
に
、
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
応
じ
て
異
な
る
法
廷
の
利
用
を
主
張
す
る
局
面
が
見
ら
れ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。

次
に
、
都
市
部
の
不
動
産
所
有
に
つ
い
て
、
オ
ス
マ
ン
臣
民
の

非
ム
ス
リ
ム
を
妻
と
し
、
登
記
さ
せ
る
こ
と
で
外
国
人
が
土
地
を

事
実
上
所
有
す
る
現
実
が
イ
ズ
ミ
ル
で
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
、
こ

れ
に
対
し
て
オ
ス
マ
ン
政
府
は
、
土
地
所
有
者
を
オ
ス
マ
ン
臣
民

に
限
定
す
る
と
い
う
立
場
を
鮮
明
に
し
た
た
め
、
外
国
人
の
反
発

を
招
き
、
こ
の
中
で
一
八
六
七
年
に
外
国
人
の
不
動
産
所
有
を
認

め
る
法
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
を
著
者
は
以
下

の
よ
う
に
評
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ス
マ
ン
政
府
に
と
っ
て
は
、

土
地
所
有
容
認
と
引
き
換
え
に
、
国
籍
の
操
作
や
名
ば
か
り
の
登

記
を
防
ぎ
、
厳
格
な
法
規
則
の
中
に
外
国
人
を
組
み
入
れ
よ
う
と

す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
単
な
る
外
国
人
有

利
な
現
状
の
追
認
で
は
な
く
、
オ
ス
マ
ン
政
府
に
と
っ
て
も
、
外

国
人
を
オ
ス
マ
ン
の
統
治
の
枠
組
み
に
組
み
込
む
と
い
う
意
味
で

利
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
課
税
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
課
税
に
先
ん
じ

た
人
口
・
資
産
・
土
地
調
査
の
展
開
が
確
認
さ
れ
る
。
イ
ズ
ミ
ル

に
対
し
て
、
一
八
三
一
年
の
セ
ン
サ
ス
の
翌
年
、
資
産
所
有
者
か

ら
臨
時
税
を
徴
収
す
る
勅
令
が
出
さ
れ
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
外
国

人
の
資
産
を
狙
い
打
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
背
景
と
し
て
、

一
八
四
〇
・
四
四
年
の
資
産
調
査
は
抵
抗
に
あ
い
、
信
頼
に
足
る

調
査
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
五
〇
年
代
に
な
る
と
、

オ
ス
マ
ン
臣
民
と
外
国
人
か
ら
な
る
混
合
の
資
産
委
員
会

（E
m

lâk
K

om
isyonu

）
が
設
置
さ
れ
、
資
産
調
査
が
行
わ
れ
た
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
課
税
の
見
返
り
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
街

区
の
清
掃
な
ど
の
都
市
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
要
求
が
高
ま
り
、
程
な

く
中
央
政
府
は
こ
の
委
員
会
に
自
治
的
な
都
市
行
政
を
行
う
権
限

を
与
え
た
。
つ
ま
り
課
税
問
題
の
過
程
に
外
国
人
を
含
ん
だ
都
市

書

評

一
七
五
（
六
一
九
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行
政
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
著
者
は
、
中
央
政
府
が
外
国
人
や
非
ム
ス
リ
ム

を
統
治
の
枠
組
み
に
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
に
付
随

し
て
地
方
社
会
で
変
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
や
、
ま
た
中
央
政
府
の

所
期
の
目
的
が
現
実
の
地
方
社
会
に
お
い
て
必
ず
し
も
達
成
さ
れ

ず
、
む
し
ろ
都
市
住
民
が
地
方
社
会
独
自
の
利
害
戦
略
の
中
で
中

央
政
府
が
提
示
す
る
枠
組
み
を
弾
力
的
に
利
用
し
た
こ
と
を
看
取

し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
道
路
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
都
市
行

政
の
変
化
が
論
じ
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
後
半
の
都
市
の
発
展
は
同

時
に
多
く
の
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
道
路
整
備
の
問
題
も
そ

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
そ
れ
を
担
う
行
政
機
構
の

形
成
が
概
観
さ
れ
る
。
ま
ず
、
歴
史
的
に
都
市
の
諸
問
題
は
カ
ー

デ
ィ
ー
や
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
あ
る
い
は
同
職
組
合
や
各
共
同
体
に
よ

っ
て
個
別
に
対
処
さ
れ
、
都
市
基
盤
の
整
備
は
ワ
ク
フ
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
と
い
う
基
本
的
な
事
実
を
確
認
し
た
上
で
、
著
者
は

「
組
織
的
な
自
治
」
を
目
的
と
し
た
ベ
レ
デ
ィ
エ
（B

elediye

）

を
取
り
巻
く
都
市
政
治
の
様
相
を
論
じ
て
い
く
。

先
述
の
よ
う
に
、
イ
ズ
ミ
ル
に
お
け
る
自
治
的
都
市
行
政
の
萌

芽
は
一
八
五
〇
年
代
の
資
産
委
員
会
に
見
ら
れ
る
が
、
一
八
六
四

年
、
当
委
員
会
が
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
と
す
る
ス
ミ
ル
ナ
ガ
ス
会
社

Sm
yrna

G
as

C
om

pany

と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
際
、
外
国
人
が

半
数
を
占
め
る
委
員
会
の
中
立
性
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
都

市
の
利
益
の
代
弁
者
と
し
て
不
適
で
あ
る
と
都
市
住
民
か
ら
批
判

が
飛
び
、
自
治
の
試
み
は
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
後
、

他
の
都
市
の
動
き
と
も
並
行
し
て
再
び
自
治
が
進
展
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
商
人
の
働
き
か
け
で
実
現
し
た
一
八
六
八
年
の
組
織
化

の
試
み
は
、
イ
ズ
ミ
ル
湾
の
埠
頭
建
設
を
め
ぐ
る
利
害
争
い
に
終

始
し
、
程
無
く
瓦
解
し
た
。
一
八
七
七
年
の
州
ベ
レ
デ
ィ
エ
法

（V
ilâyet

B
elediye

K
ānûnu

）
を
受
け
て
一
八
七
九
年
に
再
び

ベ
レ
デ
ィ
エ
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
が
、
著
者
に
よ
る
と
こ
こ
で
重

要
な
点
は
、
参
政
権
に
関
す
る
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
に
は
参
政
権
に
必
要
な
納
税
額
が
大
幅
に
下
が
っ
た
こ
と
、

も
う
一
つ
に
は
、
外
国
人
の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
五
〇
年
代
の
資
産
委
員
会
は
外
国
人
を
含
む
資
産
家

に
よ
る
委
員
会
で
あ
り
、
高
額
納
税
が
市
政
参
加
の
要
件
で
あ
っ

た
が
、
七
九
年
の
選
挙
で
は
資
産
で
は
な
く
国
籍
が
決
定
的
な
要

件
と
し
て
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、
道
路
の
整
備
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
私
有
権
と

地
役
権
の
関
係
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
、
オ
ス
マ

ン
民
法
典
（M

ecelle

）
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
法
の
輸
入
で
な
く
シ
ャ
リ
ー
ア
に
依
拠
し
て
編
ま
れ
た
の
は
、

史
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そ
れ
が
日
常
的
な
慣
習
に
関
わ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
こ
の
こ
と
は
道
路
の
整
備
・
利
用
の
問
題
を
公
と
私
の
論
争

の
場
と
変
え
た
。
多
く
の
旅
行
者
が
不
満
を
漏
ら
し
た
よ
う
に
、

イ
ズ
ミ
ル
は
道
幅
が
狭
く
、
貿
易
拡
大
に
伴
う
交
通
量
の
増
大
に

応
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
イ
ズ
ミ
ル
は
火
事
が
多
い
都
市

で
も
あ
り
、
焼
け
て
し
ま
え
ば
道
幅
の
拡
大
も
可
能
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
既
存
の
不
動
産
を
後
退
さ
せ
る
必
要

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
通
り
や
ケ
メ
ル
ア
ル
ト
ゥ
通
り
な

ど
の
商
業
区
で
は
、
店
舗
が
道
に
大
幅
に
は
み
出
し
て
商
品
を
陳

列
し
、
道
路
の
幅
を
狭
め
て
交
通
を
妨
げ
て
い
た
。
い
ず
れ
の
場

合
も
、
オ
ス
マ
ン
民
法
典
に
よ
れ
ば
通
行
権
を
著
し
く
害
さ
な
い

限
り
は
私
有
権
が
重
視
さ
れ
る
。
日
常
の
慣
習
を
重
視
し
た
民
法

典
が
、
現
実
の
都
市
に
お
け
る
公
共
性
を
重
視
す
る
声
の
高
ま
り

に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
、

路
上
は
商
売
の
場
所
で
あ
る
と
い
う
古
い
慣
習
を
主
張
す
る
声
も

あ
り
、
著
者
は
こ
の
相
反
す
る
立
場
の
相
克
に
、
近
代
と
い
う
時

代
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
飛
躍
的
に
発
展
す
る
一
九

世
紀
後
半
の
イ
ズ
ミ
ル
に
お
い
て
、
都
市
全
体
を
取
り
ま
と
め
る

自
治
行
政
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
都
市
全
体
の
利
益
と
個
人

の
利
益
の
対
立
が
問
題
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
限
ら
れ
た
不
動
産
所
有
者
に
よ
っ
て
排
他
的
に

利
用
さ
れ
て
い
た
埠
頭
が
、
新
た
な
埠
頭
の
建
設
（
一
八
六
七

―
七
五
）
に
よ
っ
て
公
共
財
に
変
容
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
こ
で
も
埠
頭
建
設
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
一
貫
し
て
建
設
を
め

ぐ
っ
て
人
々
の
間
に
渦
巻
く
思
惑
に
目
が
向
け
ら
れ
る
。
新
埠
頭

建
設
前
の
イ
ズ
ミ
ル
で
は
公
共
の
埠
頭
が
存
在
せ
ず
、
積
荷
の
揚

げ
降
ろ
し
は
、
海
に
面
す
る
個
人
所
有
の
店
舗
や
桟
橋
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
。
オ
ス
マ
ン
政
府
は
こ
の
海
岸
部
の
あ
り
方
が
密
輸
の

原
因
だ
と
考
え
、
確
実
な
税
収
確
保
の
た
め
に
新
埠
頭
の
建
設
を

支
援
し
た
。
他
方
、
埋
立
て
に
よ
っ
て
新
埠
頭
が
作
ら
れ
れ
ば
、

必
然
的
に
以
前
の
海
沿
い
の
土
地
は
価
値
が
急
落
す
る
た
め
、
海

沿
い
の
不
動
産
所
有
者
の
一
部
は
反
対
し
た
。
ま
た
、
商
人
の
多

く
も
、
利
用
料
が
一
律
で
取
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
が
っ
て
反
対
し
た
。

ス
ミ
ル
ナ
埠
頭
会
社Sm

yrna
Q

uay
C

om
pany

は
そ
の
う
ち
の

一
二
％
を
政
府
に
納
め
る
条
件
で
、
埠
頭
利
用
料
徴
収
の
利
権
を

認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
新
聞
上
で
は
、
海
沿
い
の

遊
歩
道
に
憧
憬
が
抱
か
れ
、
あ
る
い
は
公
衆
衛
生
の
改
善
に
つ
な

が
る
と
の
主
張
も
見
ら
れ
た
。

著
者
に
よ
る
と
、
埠
頭
建
設
の
賛
否
は
、
剥
き
出
し
の
利
害
を

前
面
に
出
す
も
の
で
は
な
く
、
公
共
の
利
益
の
問
題
と
し
て
論
じ

ら
れ
た
。
反
対
派
は
、
私
的
所
有
権
と
自
由
な
商
業
活
動
の
保
障

書
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が
結
果
と
し
て
都
市
全
体
の
利
益
に
繋
が
る
と
主
張
し
、
そ
の
一

方
で
賛
成
派
は
一
部
の
権
益
者
だ
け
で
な
く
、
余
人
に
も
開
か
れ

た
公
共
の
埠
頭
を
求
め
、
政
府
の
税
収
増
加
に
繋
が
る
と
の
主
張

も
見
ら
れ
た
。『
レ
ヴ
ァ
ン
ト
・
ヘ
ラ
ル
ドLevant

H
erald

』
紙

な
ど
で
は
、
遊
歩
道
の
整
備
が
イ
ズ
ミ
ル
の
世
論
の
要
請
で
あ
る

か
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
と
い
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
著
者
は
、
都

市
開
発
の
問
題
か
ら
公
共
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
イ
ズ
ミ
ル
で
高
ま

り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
埠
頭
は
当
初
の
計
画
で
は
直
線
状
で
あ
っ
た
が
、
旧
沿

岸
部
の
不
動
産
所
有
者
た
ち
間
で
不
平
等
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

新
埠
頭
の
各
地
点
で
の
幅
を
均
等
に
し
た
こ
と
で
、
最
終
的
に
は

折
れ
曲
が
っ
た
形
状
に
な
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
こ
こ
で
重
要
な

こ
と
は
、
埠
頭
の
建
設
が
公
共
性
を
め
ぐ
る
都
市
住
民
の
言
論
の

形
成
を
促
し
、
そ
し
て
社
会
的
な
要
請
が
埠
頭
の
形
状
と
い
う
物

理
的
変
化
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
以
上
の
よ

う
に
、
埠
頭
を
め
ぐ
る
論
争
と
、
そ
れ
に
よ
る
埠
頭
の
物
理
的
形

態
へ
の
影
響
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
埠
頭
へ
の
利
害
に
基
づ
く

対
立
・
協
力
が
、
先
述
の
一
八
六
八
年
の
ベ
レ
デ
ィ
エ
の
瓦
解
と

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ベ
レ
デ
ィ
エ
の
問
題
を
単
に
外

国
人
の
扱
い
や
宗
教
別
の
構
成
に
還
元
で
き
な
い
、
都
市
社
会
の

固
有
性
の
中
で
論
じ
る
必
要
性
も
示
唆
し
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
場
の
構
造
が
社
会
に
い
か
に
影
響
を
与
え
た
か

と
い
う
視
点
か
ら
、
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
の
「
創
ら
れ
た

伝
統
」
論
（
3
）
と
同
様
の
見
地
に
基
づ
い
て
、
一
八
四
二
年
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
に
よ
る
聖
体
祝
日
の
行
列
の
事
例
を
も
と
に
、
イ
ズ
ミ

ル
に
お
け
る
宗
教
共
同
体
の
儀
礼
や
祝
祭
の
戦
略
性
が
論
じ
ら
れ

る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
る
重
要
な
前
提
と
し
て
、
ギ
リ
シ

ア
正
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
比
べ
少
数
派
を
形
成
し
て
お
り
、
そ

れ
に
加
え
カ
ト
リ
ッ
ク
の
中
に
も
諸
派
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

あ
る
。

ま
ず
行
列
の
行
程
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
式
典
が
教
会
施
設

の
構
内
に
限
定
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
今
回
は
町
の
主
要
な
大
通

り
ま
で
の
行
列
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の

日
に
限
っ
て
は
、
大
通
り
は
横
断
幕
や
灯
り
で
装
飾
さ
れ
、
宗
教

色
の
薄
い
商
業
区
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
一
色
に
染
め
ら
れ
た
。
そ
し

て
著
者
は
、
こ
の
行
程
が
綿
密
に
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
目
を

向
け
さ
せ
、
そ
の
戦
略
性
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
こ
の
行

列
は
ロ
ー
ズ
通
り
か
ら
フ
ラ
ン
ク
通
り
に
入
る
と
い
う
の
が
大
ま

か
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
途
中
で
幾
つ
か
の
カ
ト
リ
ッ
ク

ゆ
か
り
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
。
紙
幅
の
関
係
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳

細
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
二
世
紀
頃
の
ス
ミ
ル

ナ
の
聖
人
の
名
を
冠
す
る
聖
ポ
リ
ュ
カ
ル
ポ
ス
教
会
を
行
列
に
組

史
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み
込
む
こ
と
で
、
イ
ズ
ミ
ル
で
の
自
ら
の
古
代
か
ら
の
伝
統
性
を

内
外
に
、
つ
ま
り
イ
ズ
ミ
ル
の
他
の
都
市
民
と
カ
ト
リ
ッ
ク
他
派

双
方
に
示
す
こ
と
を
画
策
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
少
数

派
で
あ
り
、
そ
の
内
部
も
多
様
で
あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
伝

統
性
と
一
体
性
の
創
造
が
具
体
的
事
例
を
通
じ
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
前
章
ま
で
の
議
論
と
対
置
し
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な

宗
教
行
事
は
、
日
々
の
都
市
生
活
の
中
で
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
宗
教
的
な
違
い
を
可
視
化
さ
せ
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

や
、
隣
人
と
の
差
異
を
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

全
体
の
結
論
と
し
て
筆
者
は
改
め
て
、
都
市
の
物
理
的
・
空
間

的
性
質
と
社
会
関
係
は
不
可
分
の
も
の
と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
述
べ
た
上
で
、
上
記
各
章
も
そ
れ
ぞ
れ
不
可
分
な
全
体
と

し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
す
る
。
例
え
ば
埠
頭
を
め
ぐ
る
論
争
は
、

ベ
レ
デ
ィ
エ
の
活
動
や
構
成
に
影
響
し
、
ベ
レ
デ
ィ
エ
の
構
成
や

影
響
力
は
、
外
国
人
の
不
動
産
所
有
や
非
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
実
践

を
左
右
し
う
る
。
複
雑
な
因
果
に
よ
っ
て
連
関
し
あ
う
全
体
を
叙

述
す
る
と
い
う
の
は
、
歴
史
学
の
本
質
的
な
限
界
で
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
著
者
は
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
イ
ズ
ミ
ル
の
変
化
を
世
界
史

上
に
位
置
づ
け
て
、
世
界
各
地
で
の
変
化
と
並
行
す
る
過
程
と
し

て
こ
れ
を
見
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。

３

以
上
、
本
書
の
内
容
を
各
章
ご
と
に
概
観
し
た
。
最
後
に
評
者

の
所
感
を
い
く
つ
か
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
本
書
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
は
、
そ
の
著
者
独
自
の

視
点
で
あ
ろ
う
。
都
市
の
物
理
的
な
変
化
を
社
会
関
係
と
結
び
つ

け
て
論
じ
る
視
角
は
、
都
市
開
発
を
め
ぐ
る
各
人
の
思
惑
や
利
害

の
錯
綜
し
た
実
態
を
解
明
す
る
の
と
同
時
に
、
形
態
的
な
変
化
の

表
層
に
残
さ
れ
た
社
会
の
痕
跡
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。
著
者
が
何

度
か
強
調
す
る
「
場
と
社
会
の
関
係
」
は
、
一
方
で
は
社
会
関
係

が
い
か
に
場
の
構
造
・
物
理
的
変
化
に
影
響
を
与
え
る
か
で
あ
り
、

他
方
で
は
場
が
持
つ
歴
史
・
社
会
的
意
味
が
い
か
に
社
会
の
側
に

影
響
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
社
会

学
の
理
論
的
な
枠
組
み
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
具
体
的
に
論
じ
ら
れ

る
イ
ズ
ミ
ル
都
市
社
会
史
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
領
域
横
断
的
な

姿
勢
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
各
人
の

立
場
や
主
張
を
議
論
の
中
心
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本

書
全
体
を
通
し
て
、
依
拠
し
た
史
料
の
具
体
的
な
記
述
が
殆
ど
引

用
さ
れ
て
い
な
い
点
は
残
念
で
あ
っ
た
。

ま
た
評
者
が
注
目
し
た
の
は
、
第
一
・
二
章
で
述
べ
ら
れ
た
資

産
委
員
会
が
イ
ズ
ミ
ル
に
お
け
る
都
市
自
治
行
政
の
萌
芽
と
な
っ

書

評
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た
と
い
う
点
で
あ
る
。
概
説
的
に
言
え
ば
、
都
市
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
特
に
外
国
人
や
富
裕
商
人
か
ら
の
要
請
の
高
ま
り
が
都
市
自

治
行
政
の
発
端
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
背
景
と
し

て
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
課
税
問
題
と
い
う
国
内
問
題
が
あ
っ
た
と
い

う
分
析
は
、
エ
ル
カ
ン
・
セ
ル
チ
ェ
に
よ
る
イ
ズ
ミ
ル
の
ベ
レ
デ

ィ
エ
研
究
（
4
）
で
も
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
瞠
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
批
判
す
べ
き
点
も
見
受
け
ら

れ
る
。
ベ
レ
デ
ィ
エ
の
参
政
権
を
め
ぐ
り
、
一
八
七
九
年
の
選
挙

に
お
い
て
外
国
人
を
除
外
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
対
す
る
外
国
人
住
民
の
反
応
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
外

国
人
の
法
的
地
位
や
、
都
市
内
部
で
の
利
害
関
係
な
ど
へ
の
著
者

の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
点
は
論
じ
ら
れ
て
然
る
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
イ
ズ
ミ
ル
の
ベ
レ
デ
ィ
エ
が
二
つ
に
分

か
れ
た
こ
と
、
財
源
不
足
の
た
め
一
八
八
九
年
に
再
び
合
併
し
た

こ
と
な
ど
、
概
説
的
な
事
柄
に
終
始
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
都
市

の
富
裕
層
で
あ
る
は
ず
の
外
国
人
の
声
が
ど
の
よ
う
に
市
政
に
反

映
さ
れ
得
た
か
と
い
う
問
題
な
だ
け
に
、
こ
の
検
討
は
イ
ズ
ミ
ル

都
市
社
会
の
あ
り
方
や
ベ
レ
デ
ィ
エ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上

で
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
評
者
の
推
察
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
ベ
レ
デ
ィ
エ
は
税
を
集
め
て
活
動
財

源
と
し
て
い
た
が
、
恒
常
的
に
財
源
不
足
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

実
際
に
は
特
定
の
街
区
か
ら
前
払
い
金
を
受
け
取
り
、
道
路
整
備

な
ど
を
行
う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
ベ
レ
デ
ィ

エ
の
構
成
に
関
わ
ら
ず
富
裕
な
街
区
ほ
ど
、
つ
ま
り
外
国
人
街
区

な
ど
は
都
市
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
当

時
の
オ
ス
マ
ン
語
の
民
間
新
聞
で
あ
る
『
ヒ
ズ
メ
ッ
トH

iz-

m
et

』（
一
八
八
六
―
一
八
九
五
年
）
を
見
る
と
、
ベ
レ
デ
ィ
エ

選
挙
に
お
い
て
外
国
勢
力
の
干
渉
に
よ
る
不
正
が
あ
っ
た
と
の
記

事
が
散
見
さ
れ
、
参
政
権
を
有
さ
な
い
外
国
人
が
都
市
行
政
に
非

公
式
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
ど
ち
ら

の
場
合
に
せ
よ
、
外
国
人
は
参
政
権
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
都
市

行
政
の
恩
恵
を
受
け
る
手
段
を
有
し
て
い
た
と
い
う
結
論
に
な
る

が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
さ
ら
な
る
実
証
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
国
際
貿
易
港
で
あ
る
と
は
い
え
、
都
市
人
口
の
お
よ

そ
半
数
を
占
め
て
い
た
ム
ス
リ
ム
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
点
は

指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
彼
ら
の
声
が
は
っ
き

り
と
史
料
に
現
れ
て
く
る
の
は
、
前
述
の
『
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
』
の
刊

行
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
（
5
）
。
し
か
し
、
本
書
が
設
定
す
る
期
間
は
、

タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
期
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
も
な
く
、
オ
ス

マ
ン
語
新
聞
の
刊
行
を
待
た
ず
に
あ
え
て
一
八
八
〇
年
ま
で
に
限

定
し
た
意
図
が
判
然
と
し
な
い
。
評
者
が
見
る
限
り
で
も
、
同
紙

史

学
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八
二
巻
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四
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八
〇
（
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二
四
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上
で
道
路
の
公
共
性
に
つ
い
て
の
記
事
や
、
ベ
レ
デ
ィ
エ
の
業
務

や
選
挙
な
ど
の
記
事
は
か
な
り
見
ら
れ
る
。
ム
ス
リ
ム
も
含
め
た

社
会
の
全
体
像
の
解
明
こ
そ
が
近
代
イ
ズ
ミ
ル
都
市
社
会
史
研
究

の
重
要
な
課
題
の
一
つ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
も
あ
る
と
は
い
え
、
豊
富
な
視
覚
資
料
を

提
示
し
つ
つ
披
露
さ
れ
る
著
者
独
自
の
知
見
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

近
代
史
に
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
光
を
投
じ
て
い
る
。
オ
ス
マ

ン
帝
国
内
の
一
都
市
と
し
て
の
イ
ズ
ミ
ル
史
研
究
は
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
と
比
べ
て
、
ま
た
経
済
・
貿
易
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
重
要

な
イ
ズ
ミ
ル
研
究
の
成
果
を
考
慮
す
れ
ば
、
ま
だ
途
上
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
書
は
そ
の
中
で
、
英
語
で
出
さ
れ
た
数

少
な
い
良
質
の
近
代
イ
ズ
ミ
ル
都
市
社
会
史
研
究
で
あ
り
、
広
く

研
究
者
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
好
著
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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な
お
、
坂
本
勉
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著
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書
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な
お
オ
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マ
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帝
国
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お
け
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伝
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創
造
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、Selim

D
eringil,“T

he
Invention

of
T

radition
as

Public
Im

age
in

the
Late

O
ttom

an
E

m
pire,

1808

�1908”,
C

om
parative

Studies
in

Society
and

H
istory,

35/1

（1993

）,pp.3

�29.

が
あ
る
。

（
４
）

E
rkan

Serçe,
T

anzim
at’tan

C
um

huriyet’e

・

Izm
ir’de

B
ele-

diye,

・Izm
ir

:D
okuz

E
ylülY

ayınları,1998.

（
５
）
イ
ズ
ミ
ル
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
語
の
民
間
新
聞
と
し
て
は
、
一

八
七
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た『
デ
ヴ
ィ
ルD

evir

』、『
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ズ
ミ
ル
・

Iz-
m

ir
』、『
イ
ン
テ
ィ
バ
ー
フ
・

Intibâh

』
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
短
命
に
終
わ
っ
た
た
め
、『
ヒ
ズ
メ
ッ
ト
』
が
イ
ズ
ミ
ル

に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
語
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
嚆
矢
と
し
て
扱
わ
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評
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れ
て
い
る
。
な
お
、
官
報
と
し
て
は
『
ア
イ
ド
ゥ
ンA

ydın

』
が

一
八
六
九
年
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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